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奈良県中和保健所における
アルコール健康障害早期介入地域支援事業の取組

令和7年2月14日

奈良県中和保健所 保健予防課 精神保健難病係

石井昌洋

令和6年度 都道府県等依存症専門医療機関/相談員等合同全国会議



発生予防 進行予防

【重点施策 １】

飲酒による健康への影響に
ついての正しい知識の普及と、
不適切な飲酒を防止する
地域づくり

【重点施策 ２】

健康に影響を及ぼす飲酒者へ
の支援の充実

【重点施策 ３】

アルコール依存症等の相談体
制の充実及び関係機関、関係
者との連携体制の強化

【重点施策 ４】

アルコール依存症の治療体制
の整備

【重点施策 ５】

アルコール依存症が回復し、
依存症者とその家族等が、
円滑に地域で生活するための
支援の充実

【重点施策 ６ 】

民間団体の活動に関する支援

再発防止

奈良県アルコール健康障害対策推進計画（第2期）の概要（重点施策）

【重点施策 ７】

人材育成と調査
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■奈良県の概要

人 口 ：1,295,681人(R5.10.1)
世 帯 数 ：557,909 世帯

自治体数：39市町村（12 市15 町12 村）

・精神科病院数：11病院（全2,887床）
（うちアルコール依存症専門医療機関：１か所）

・精神科診療所数：約50か所
（うちアルコール依存症専門医療機関：2か所）

・精神障害者保健福祉手帳所持者数：16,379人（R5.6月末）
・自立支援医療（精神通院医療）受給者数：23,400人（R5.6月末）
・断酒会19か所、AA10か所
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■中和保健所の概要

中和保健所
18市町村を管轄（7市8町3村）
管轄市町村数では全国で2番目
管轄人口は54万人（奈良県人口の約42%）

奈良県中和保健所管内
・精神科医療機関：5病院
・アルコール専門医療機関（診療所）：1か所
・関連機関
断酒会：奈良若草断酒会9か所、南大和断酒会2か所
AA ：3か所
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（12月末時点）

中和保健所のアルコール依存症の相談件数は年々増加。仕事や家庭を
失ったり、身体的・精神的に重篤な症状を呈しているケースが目立ってきた。

アルコール健康障害に関する相談件数の推移



1.アルコール健康障害早期介入地域支援事業（国モデル事業）

2.アルコール健康障害相談会
       〈目 的〉 SNSによりアルコール健康障害について相談拠点である保健所へ相談できるように啓発

〈実施内容〉相談日（毎月第３金曜日）※その他随時相談対応あり

3.アルコール健康障害対策懇談会
専門医療機関、断酒会等との連携会議

    <目 的> 医療・行政・自助グループ等の連携により、中南和地域のアルコール健康障害対策の
推進を図る。(3ヶ月に1回開催)

<実施内容> 中南和地域の断酒例会の活性化・普及啓発活動

4.アルコール健康障害対策セミナー
<目 的> アルコール関連問題に関わる地域支援者への理解と連携体制づくり
<実施内容> 基調講演、若草断酒会の体験談、パネルディスカッション等
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ここならちゃん

令和６年度 中和保健所アルコール健康障害対策事業
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アルコール健康障害早期介入地域支援事業

＜事業実施に至る経緯（担当係の思い）＞
・働き盛り世代のアルコール健康障害の実態を示すデーターが乏しかった。
地域の現状がわからない。
・アルコール相談対応を行う上で、働き盛り世代で生活の基盤を失う事案や重篤な
ケースが増えてきた。地域での予防対策に取り組む必要があるのではないか。

＜目的＞
１.AUDITを活用し働き盛り世代のアルコール健康障害の実態を明らかにする。
２.商工会議所と連携し、働き盛り世代を対象に多量飲酒者やアルコール依存症疑い
者への早期介入を実施
３.市町村や職域、医療機関等の健康管理に活用してもらえるよう、短時間でブリーフ
  インターベンション（簡易介入)を実施し、効果を検証する。
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令和6年度の主な取組

1.事業実施に向けたプレテスト（令和6年4月19日・6月20日）

2．地元新聞紙面を活用した県民に対するアルコール健康障害の
普及啓発（令和6年9月20日）

3.商工会議所でのAUDIT及びBI（簡易介入）実施
（令和6年10月23日・24日）

アルコール健康障害早期介入地域支援事業
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令和6年
9月20日
地元新聞
に掲載
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令和6年度の主な取組

1.事業実施に向けたプレテスト（令和6年4月19日・6月20日）

2．地元新聞紙面を活用した県民に対するアルコール健康障害の
普及啓発（令和6年9月20日）

3.商工会議所でのAUDIT及びBI（簡易介入）実施
（令和6年10月23日・24日）

アルコール健康障害早期介入地域支援事業
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取組概要

〇A市商工会議所の定期健康診断でAUDIT及びAUDIT8点以上の者に

   対するBI（簡易介入）を実施

対 象 : A市商工会議所に加入する事業所の事業主、従業員とその家族

実施時期 : 令和6年10月23日・24日
実施内容 ・ 事前にAUDITを送付し、健診当日に持参する

・ AUDIT8点以上の者にはBI（5分間）を実施。
7点以下の者にはアルコール健康障害の普及啓発を実施。
・ BIを実施した者のうちLINE登録希望者には定期健康診断の1か月・6か月・

                 10か月後にLINEにてフォローアップ
健診受診者数:118事業所586名 （うちAUDIT実施者数583名 AUDIT実施率99.5％)

商工会議所でのAUDIT及びBI（簡易介入）実施
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・アルコール健康障害についての普及啓発

・家族相談や職場の同僚等のアルコール健康相談

専門医療機関
への受診勧奨

(相談窓口への情報
提供)

減酒に向けた行動変容
の動機付け
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定期健康診断実施後

LINEによるフォローアップ

AUDITを導入した定期健康診断と実施後の流れ

定
期
健
診
後
1
ヶ
月

定
期
健
診
後
6
ヶ
月

定
期
健
診
後
10
ヶ
月
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実際に活用した事前アンケートAUDIT様式

〈工夫した点〉
・「お酒を減らしたり
お酒を止めたりする
ことがどれだけ重要
か」を11段階選択で
きるよう追加
・BI実施者へLINEでの
フォローアップ登録
を案内
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目標作成に必要な対処法の一覧AUDIT８点以上の方への記録用紙ＢⅠの流れについて(1)

※短時間(5分間)で
実施できるよう
オリジナル様式を
作成

①飲酒や飲酒頻度の
状況の確認

  ・AUDITの点数や
   飲酒量・頻度、飲酒
   による影響や減酒に
   よるメリットを一緒に
   確認し振り返る。
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目標作成に必要な対処法の一覧AUDIT８点以上の方への記録用紙ＢⅠの流れについて(2)

②減酒に向けた具体的な対処方法を選ぶ
・18項目の中から生活に取り入れられそうな工夫を選択する。

本人用
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目標作成に必要な対処法の一覧AUDIT８点以上の方への記録用紙ＢⅠの流れについて(3)

③減酒に向けた具体的な目標を立てる
・無理せずできそうな目標を自分自身で
立てられるよう一緒に考える。
・目標を実行できる自信について11段階
で選択する



<結果>
・AUDIT8点以上の割合は男性で23.5%､女性5.0％であった。
・男性のAUDIT8～14点の割合は13.7％､15点以上は9.8％であり､
女性(AUDIT8～14点4.1％､15点以上0.9%)と比較すると
それぞれ9.6％､8.9%高い。

男女別AUDIT得点の割合

※性別不明者８名を除くAUDIT最低点0点、最高点32点

83.5%

95.0%

76.5%

10.1%

4.1%

13.7%

6.4%

0.9%

9.8%

全体

女性

男性

AUDIT7点以下 AUDIT8～14点以下 AUDIT15点以上

男性(人) 女性(人) 全体(人)

AUDIT7点以下 273 207 480

AUDIT8～14点以下 49 9 58

AUDIT15点以上 35 2 37

全体 357 218 575

17



2.1 1.83.6
4.3 7.1

2 3.8
0

5

10

15

20

25

30

35

40

8.7
4.5

12.4 10.3 11.4 8.7

4.3
9

17.1

11.5

25.7

21.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

18

男女別・年代別AUDIT8点以上の割合

※年齢不明者３名を除く

<結果>
・男性のAUDIT8点～14点の割合は60‐69歳（25.7%）、70歳以上(21.7％)、40‐49歳 （17.1%）の順に
高かった。
・男性のAUDIT15点以上の割合は40‐49歳（12.4%）、60‐69歳（11.4%）、50‐59歳(10.3%)の順に
高かった。
・男性の20‐29歳と30‐39歳のAUDIT8点以上は、各年代別に比べ低かった。
・女性の40‐49歳のAUDIT8点～14点の割合が各年代別に比べ高かった。

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

□8～14点 2 6 18 9 9 5

□15点以上 4 3 13 8 4 2

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

□8～14点 1 2 4 1 1 0

□15点以上 0 1 1 0 0 0
※年齢不明者１名を除く

(男性) (女性)(%) (%)
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奈良県におけるAUDIT得点8点以上の推計値

(女性)

※奈良県推計人口調査より算出(令和5年10月1日)

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 合計

8～14点 2,413 5,287 13,493 10,305 19,497 19,067 70,062

15点以上 4,881 2,643 9,784 9,230 8,649 7,645 42,832

合計 7,294 7,930 23,277 19,535 28,146 26,712 112,894

20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳 合計

8～14点 2,115 2,629 5,969 1,975 3,262 0 15,950

15点以上 0 1,284 1,513 0 0 0 2,797

合計 2,115 3,913 7,482 1,975 3,262 0 18,747

男
性

女
性

(人)

(人)



<結果>
・BI対象者96名中78名が具体的な減酒目標を設定することができた。（BI実施率81.3％）
・減酒目標を設定した78名中68名が自信の数値化まで設定できた。（数値化率87.2％)
・AUDIT得点15点以上の群では、8～14点の群に比べ、BI実施率または数値化まで設定した割合が
高かった。
・目標設定に至らなかった18人の主な理由は、拒否が4名、残りの14名は生活習慣の改善に対する
  否認の傾向が強く、「変える気が無い」、「目標を設定したくない」、「お酒の量を減らしたくない」
  などの意見があった。
・自信の数値化まで至らなかった10名については、「止められる自信がない」、「目標を実行する
  気持ちが無い」などの理由によるものであった。 20

AUDIT点数 BI対象者
（A）

BI実施者のうち
目標設定できた（B）

BI実施率
（B/A）

目標の実行に
ついて自信の
数値化（C)

自信の数値化
まで設定した割合

（C/B）

8～14点 59人 47人 79.7％ 40人 85.1％

15点以上 37人 31人 83.8％ 28人 90.3％

合計 96人 78人 81.3％ 68人 87.2％

BI実施結果について
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・「お酒を減らす・止めることの重要度」の
 問いにはAUDIT得点8点～14点群では、
  ５点以下を選択した者が多かった。

AUDIT得点８～１４点の意識調査について

・「目標達成の自信」については、5点以上
  を選択するものが多かった。
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AUDIT得点15点以上の意識調査について

・「目標達成の自信」については5点以上
  を選択するものが多かった。

・「お酒を減らす・止めることの重要度」の
問いについては、AUDIT得点15点以上
の群では、5点～10点を選択した者が
多かった。
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AUDIT得点８点以上の意識調査の全体図
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・自分がこんなに飲んでいたとは知らなかった。見直したい (男性)

・目標作成して今日からお酒の量を減らしたい (男性)

・家族や同僚からもお酒を止めるように言われていたので、見直したい (男性)

・お酒をこんなに飲んでいたとは思わなかった (女性)

・自分で目標設定して実行できるように頑張りたい (男性)

・家族に心配されているので、止める (男性)

〈生活習慣アドバイス時の反応について〉 

・家族が毎日お酒を飲んで困っているので相談したい (女性)

・同僚がこんなに飲んでいるとは思わなかった (男性)

ＢⅠ実施時の反応
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考 察(1)

1.今回の実態として、男性のAUDIT得点8点以上の割合は23.5%、
   女性では5%の結果を把握することができた。また、AUDIT実施率

99.5％、BI実施率81.3％と高かったため、定期健康診断や特定
保健指導の場面でも活用できる可能性が示唆された。

2.男性では、AUDIT8点以上の割合は40代から60代では他の年代
と比較して高い結果であった。
このことから若い世代に対して早期から介入する必要がある。
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考 察(2)

3.目標達成の自信においては、AUDIT得点8～14点や15点
以上の両群とも目標達成への意識が高いことから、継続的
に維持するためのフォローアップが重要であると考えられる。

4.BI実施後にAUDIT得点8点以上では、8人が目標達成の自信が
4点以下と低かったため、重点的に介入して行く必要がある。
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今後の展望

1.アルコール健康障害について、SNSやインターネットなどを活用した
普及啓発を行い、県民が生活習慣に悪影響を及ぼさない飲酒を
意識できるように推進する。

2.今回実施したBIの成果については、次年度開催予定の定期健康診断
において、経年受診者へのAUDITにより点数を比較し、効果検証を行う
予定。

3.商工会議所での実績やノウハウを整理することで、地域支援者が
「アルコール健康障害は地域の健康課題である」と認識し、自ら相談を
受けることができるよう支援者の育成を目指す。

4.市町村や職域、医療機関等においてAUDITを活用することで多量飲酒者
に対する早期介入ができるよう働きかける。
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ご清聴ありがとうございました
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